
２３旭川医科大学建設の基本構想

医科大学あるいは大学医学部は．医学教育，医学研究，及び診療の三つの体系から成っているが，

旭川医科大学はこの三つの体系が相互にｲLj機的連繋を保ち，綜合的に運営され，優秀な信頼される
医人を育成する機関として建設される。

Ｉ教ｆｆ

Ｉ教育理念

（１）高度に進歩した医学知識を修得させ，勝れた臨床医術を修練させる。

（２）人命聴屯を第一義とし，医の倫理に徹した，信頼し得る，人格高潔な臨床医並びに医学研
究者を育成する。

２教育方針

（１）通学課程及び専門課程を通じて、臨床医並びに医学研究者としての基本的要素となる科学

的思考力と判断力及び(iU造力を滴鍵する。

（２）従来みられた進学課程と専門課程の隔壁を排除し，両者を有機的に連繋して，６年間一賀
した襖形教育を行なう。

（３）医師としての対人教育を行なう。

３教育の方法と内容

（１）学生の入学定員は100名とする。

（２）喫形教育の方法として,進学課程において一般教養科目に専門課程の科目のるちの解剖学，

生理学，生化学，微生物学を加える。－万一般教謹科目の一部を専門課程の前半にまで延長

挿入する。

斯くして一般教養と基礎医学を一体とした教育を行ない，進学課程において既に医学生で
あることを自覚せしめる。

（３）基礎医学と臨床医学の関連を密にするために，カリキュラムに両者の専門を統合した綜合
講義を鵜入する。

２．３．４年次で基礎医学及び臨床医学の講義を－通り終り，５年次以降は臨床講義と共

に臓器別の綜合講義を行ない，些礎医学と臨床医学の関係教官が参加してそれぞれの専門分

野を担当講義する。このためにも従来の講座単位制を廃止して学年制をとる。６年次は臨床
実地指導に重点をおく。

（４）臨床医術実習は大学附属病院及び関連教育病院において，少数群臨床指導を行ない臨床医

の育成に劾果をあげる。

一群の学生数は６名とし，そのうち２名ずつが交替で関連教育病院において臨床指導をう

ける。

（５）学生を訓座研究室に導入して，実験・研究の実体を認識させ，セミナーに参加させる。

ｎ研究

ｌ研究の理念

大学においては教育と研究が同等のjEさで行なわれ，両者が一体でなければならない。すな

わち勝れた研究者は勝れた教育者である筈である．大学におけるl\門教育は所訓蝋生きた教育蝋

で鞍ければならないが小生きた教育．}よ勝れた活発な研究者によってのみ達成される。

２研究体制

（１）進学課程の教官も自由に専門課程の研究者と協力して，Ｉ|｣広い共同研究を行なう。

（２）各分野における研究諸個人の自由発想による研究と，同時に分野領域を異にする研究者が

有機的に協力して，スケールの大きい綜合的な目標研究を行なう。これらの研究が能率的に
行ない得るように中央研究部制度を設ける同
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３研究方法と内容

（１）中央研究部を設け，共Ｉｒ１利用の精密機械及び設備を整えて，系統的に配置し，合理的なj皿

営により研究者がプールに活用して研究成果を挙げるようにする。

１訓座で購入出来ない鞘密機械，装置，設備で利用頻度の高いものを若干基設置し，一定

管理のもとに効率よく活用する。砿子顕微鏡室，超遠心器室，低温室，細胞培養室等を設け

る。

（２）医学研究に絶対欠くことの出来ない動物実験のために一定管理のもとに共何利用の中央動

物実験部を設inし，動物利用の実験研究を行なう。

大動物飼育室，中動物飼育室，小動物飼育室，大動物手術室，検疫室，無菌動物室，隔離

室，小動物繁殖室，洗糠消毒室，飼料室，機械室等を設ける。

（３）ＲIセンターを設殻し，ＲI利用の実験研究を行なう。

（４）全学共通の中央図書館を設け教育・研究に関係する同詩を完lWiし，教育・研究の成果を挙

げる。

Ⅲ診療一附kIi病院の柵想

大学病院の使命は地域社会における医療体系の一環として一般診療に挑わると同時に，医学生

の臨床教育指導及び卒後医師の研修指導を行なうことにある。従って大学病院は，その機能を充

分発揮し，使命を完全に果すためには，完備した診療施設，設備を整え，合理的且つ能率的な管

理運営が行なわれ，優れた臨床医及び診療関係従事者によって股も進歩した診療が行なわれなけ

ればならない。

殊に新しい大学は，開かれたる大学として地域社会との交流を密にしなければならないが大学

病院もまた，常に地域医療関係者に門戸を開き，診療及び研究の指導的立場に立たなければなら

ない。

病室には次の17診療料を置く。

内科系：内科第１，内科第２，内科第３，精神科，皮膚科，小児科，放射線科(RIを含む）

外科系：外科第１，外科第２，整形外科，産婦人科，眼科，麻酔科，耳鼻咽喉科，泌尿器科，

脳神経外科，歯科

ｌ外来診療

（１）患者の受入ｵし方式は原則として紹介制及び予約制とする。但し当初は従来通り，一般外来

の方式となろう。

（２）診療方法

ａ綜合外来において振り分けられ，次いで各疾患に応じて臓器別の専門別外来において診

療が行なわれる。

一般患者は病歴をとられ，学生のポリクリ指導によって選別されるほか，コンピュータ

ーによる選別が行なわれる。

ｂ再来は診断確定までまたは治療経過観察等を行なう場として設けられる。

ｃ初診料は前納とし，診療費は後納制とする。

２中央診療施設

診断と治療は密接な関係にあって，迅速に且つ正確に診断を下し，適正な治療を行転うため

には，外来，中央診療部，中央検査部の問に緊密な連携がとられなければならない。設備，施

設として次の部門を設ける。

（１）中央診療部

ａ中央手術部門。暦センター部門

ｂｌＣＵ部門ｅ輸血部PＨ

Ｃ放射線部門ｆリハビリテーション部門(理学療法部門）
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ｉＸ線診阻i及び治療ｇ分娩部ｌＩ１ｊ

ｉｉＲＩ検fh及び茄療ｈＬ１ｊ央減崎材料轍ｌ１１

ｉ薬剤部'1V

（２）中央検ｉｆ部

ａ生化学検従部門ｄｌｎｌ液，InIiitr部１１１

ｂ生体機能検梵部門ｅ微生物学部門

心誼図室．筋遊図室，脳波室ｆ内視鏡部ｌｌＩｊ

基礎代謝室、呼吸循豪橇能室ｇ実習指灘部PH

C病理学部門

剖検室，蕊安室

（３）医療社会ﾘ『業部

ａ社会医iMi部|]リｅｉｌＷ↑１１１術ﾉ'二'1Miii部|{リ

ｂ他LI〔11:Fl1l11`淡部１１ヨｆ妊血１１)|{1,1鋼Ｉｌ１ｌ

ｃ公衆ill7′ｋｌｌＩ織部l１Ｌｊｇ母児|:Ⅱ縦iMlljIj

d予防座学指灘部門

３病棟

（１）病床は600とする。

（２）－看護41位は50床以下とする。

（３）病室は岐大.l床室とする。

（４）病棟には符理室(Ｐ５護婦詰所並びに処樋室)，而護婦艮室，医師当直室，医療器其室，学生

の臨床教行のための学生用診察室，教官控室，カンファレンスルームを設腿する。

４伝染病I1li，ル１１神病bli

伝染病思将は腕Iﾉｿﾞ発生のみ収容する。従って隔離病龍は10床程度設けるが伝染病Ｉｌｉは波けな

いｃ

ｉｉＶ神病ll1iはW1堆JIb病'1【として設ける。

５各飢学校

（１）石護学校（１）保健婦学校

（２）臨床検旋技師学校（５）栄鍵士学校

（３）診療放射線技師学校（６）助産婦学校

６その他

（１）中央病歴室

ｌ患者］カルテ制とし，中央病歴室を設け，病雌カルテ，マイクロフィルム(t姫中樒理制

とする。

（２）コンピューターセンター

綜合''''１報体ilillをとり，１一般覗務２[ﾂﾐ縦'１１勝３綜合外来４物品管]M１５雛,l},捕理

６給食笹jH117病雁カルテ管理８検在結果，データー処理にコンピューターをＦｌＩ１Ｉｌする。

（３）放送センター

ピデオ，テレビ放送，テレビカメラを用いて，外科手術，治療，観察などの実況を放送し，

研究，数行，診朕に利用する。

（４）フォトセンター

（５）救急室

大学病院は救趣指定病院にはならない。従って救急部は設握しないが．救急室を没けて臨

機処肚の態勢をとる。

（６）栄拡部
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（７）サービス部

（８）託児施設

７将来計画

（１）各種学校を統合して短大に昇格させる｡

（２）歯学部及び附屈病院を設置する。

（３）薬学部を設置する。

（４）特殊研究施設を没iifする。

２４国立旭川医科大学建設推進協議会設置要綱（昭和47年３月１日北海道）

（設髄）

第１条旭川市に設祇される国立医科大学の建設を推進するため，道に国立旭)[|医科大学（仮称）

建設推進協議会（以下「協誠会」という｡）を談脱する。

（担任する車務）

第２条協議会は，次の斬項を協議するものとする。

（１）国立旭川医科大学（仮称）設置に伴う受入れ体制の笠Ⅲiに関する諸対策の企画並びに連絡調

整に関すること。

（２）その他国立旭川医科大学（仮称）の受入れ体制の盤Miに関し必婆な雫項

（組識）

第３条協議会は，会長及び委員若干人をもって擶成する。

２会長は，知事が指名する副知諏を，委員は，知事の茄務肘長の部長のうち知ﾖ了の指定するもの

および札幌医科大学束務局長をもって充てる。

（会長の職務及び代理）

第４条会長は，協議会を代表し，会務を総理する。

（会議の招集）

第５条協議会の会議は，会長が招架する。

（幹事）

第６条協議会に幹襲若干人を股き，委此を補佐する。

２蝉乎は，知事の事務部肘および札幌医科大学のUU係課長その他の職員のうちから会艮が任命す

る｡

３幹乖は，幹事会を構成し，協議会の担任する躯務にDMし業務の推進および関係部課との連絡調

整にあたる。

４幹覗会の会議は，会長の指名する幹躯が招染し，および主宰する。

（庶務）

第７条協議会の庶務は，総務部学]｢課において処理する。

（会長への委任〉

第８条この嬰綱に定めるもののほか，協議会の述営に関し，必蕊な蝋項は，会長が協議会にはか

って定める。

附則

この要綱は，昭和47年３月１日から施行する。
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国立旭川医科大学（仮称）建設推進協議会構成

函 分 会長および委員 幹 '１$ 

副知ｒｌｒ 総務部担当副知、Ｉ

総務部 総務部長 総務部次長・管財課長・地方課長・学辮課長

開発調整部 開発調整部長 参1Ｊ（開発予坑）

衛生部 衛生部長 医務課長・衛生施設課長

土木部 土木部民 総務課長

住宅都市部 圧宅都市部長 都市計画課焚・宅地課長・住宅課艮・工営課長

札幌医科大学 辮務局長 庶務課長・附属図非館事務長

２５医科大学（学部）設置審査基準等について（47.5.31大学設腫審議会医学専門委員会）

１年次計両の改訂について

（１）附腿病院について

附属病院については，遅くとも医学部開設年度の年度中に開院し、全診療科が活動しうる状態
であることを要する。

したがって，学部開設の前年の秋に実施する現地調査の段階で建物のコンクリート打ちが完了

している程度に進捗し，かつ建物内部の各室の配置が確認できる状態であることを要する。

また，上記の計画に応じて医師。石謹婦その他の医療技術関係職員が確保されていることを要

する。

（２）校舎について

進学課程校舎，図香館および開設時に就任する教員の研究室は開設時までに完成していること

を要する。ただし，開設時に就任する専門課程担当教員の研究室については校舎等施設全体の雛

llli計画上やむを得ない場合であって，かつ研究教行に支障をきたさない場合に限I)卿定的に他の

施設を使用することがありうるものとする。専門課程校舎およびその他の施設については，学部

開設年度中に完成することを要し，学部開設の前年の秋に実施する現地調読の段階でコンクリー

ト打ちが光了している程度に工轆が進捗していることを要する。

（３）教員組織について

進学課程の教員については，開設時に全員就任していることを要する。

専門課程の教員については，各講座の教授は，開設時に就任していることを要する。その他の

教員については，遅くとも第３年次に始まるまでに就任することを要する。

（４）設備について

進学課程用の設備は学部開設の前年の秋に実施する現地調査までに整備することを要する。

即門課程の教育用設備については，第２年次の始まるまでに蝿備することを要する。（学部開設

の前年の秋に尖施する現地調狂の際には少なくとも全体計画の２分の1以上を鮒入していること

を要する｡）

’ﾉj門課程担当の教員の研究)1]の設備については，就任予定教員の研究計画に即して確実な整備

計画を作成し，各教典の就任時期までに戦備する必要がある。

２需査方法について

医科大学（学部）の設慨については，２年にわたる審迩を行なう。

ア開設の前々年度に設慨認可申請謡（第１次分）を提出させ，私立大学審議会における資金計

－１１日

区分 会長および委員 桙斗；

副知事

総務部

開発調整部

術生部

二l二水部

住宅都市部

札幌医科大学

総務部担当副知rjJ

総務部良

開発調整部長

術生部長

土木部腱

住宅都市部長

事務局長

総務部次長・管11ｵ課長・地方課長・学事課長

参萠（開発予算）

医務課長・衛生施設課長

総務課長

都市計画課焚・宅地課長・住宅課艮・エ宮課長

庶務課長・附屈同ｆＩﾄﾞ館事務長



両諌についての審査と併行して理事長、学長等大学述営の中心となるもののMW成，識座主蛇教

授等主たる教貝の組織の適否，医師，看護婦その他の医療技術関係職Llの確保の見通し，立地

条件および建築計画等設斑計画の主要な事項について稀宜を行なう。

この審溢結果が判明するまで，校舎建築等に若手しないよう指導する。

イ上記糯充で設迩計画を進めて差し支えないと判断さ』したらのについては，医科大学（学部）

｜)3段の前年度の６月末日までに設腫認可申請苔（第２次分。描正ilF頬を含む｡）を提出させ設慨

ｋ１ｆ画に即して躍術状況を審査する。

３附腕病院の現iii〔について

附１１｣1病院の規拱は，従来どおりの規膜を原則とするが，学生の教育にじゅうぶん使用ｎJ能な関連

枚7WIij院を7jする場合は,従来の必要病床数のうち，600床を越える部分についてＩＨＩ迎教行病院の

牧行に便１Nどれる病床数をもってあてることができるものとする。

なお，｜H1述教ﾃﾞｧﾘI1j院の規旗・内容等に関する基準，附凧病院との述係|M1係鞭については，別に定

める。

llli考ｌこの瀞洗基準等は，昭和47年度中諦分から過(】する。

なお，昭和46年度に設憧認可申請のあったもので，現7E継続榊･rflllのものについては

従前の例による。

２この審在方法は，歯科大学（歯学部）についても適)Mする。

３国立医・歯科大学（医・歯学部）については，予算その他の関係上上記錐準と若干異

る取り扱いをすることもありうるものとする公

二年lllI稀汪日穏

露1次審五（開設の前々年度）MHlllI 期１１M 露２次糯従（開股の前年度】

投慨認可申諦番締切（第１次分】 6.宋同 9船聴取及びIilMlY諦切

１
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２６関j座教育病院について（中間報告】

近年の臨床医学の急速な発達，専門分化に伴い充災した臨床医学教育を行なうためには，大学附

属病院のほかに，大学と連携協力して卒前，卒後における臨床教育にあたる病院（以下rlH1jul教育

病院」という。）を`没け，その活用を図ることが必奨である。

関連教育病院としては，(1)総合病院と連携する場合と，(2)一般病院についてその中で特色のある

少数の診療科，または、特珠専門病院と連携する場合とが考えらｵしる。これらの関連教奇病院にお

いて行なわｵしる函床牧育については，総合病院の場合では，豊富な症例に接することにより臨床経

肇の穂が広くなること，および．とくに卒前教育では．現在よりざらに少人数のグループ縄成によ

る臨床教青が可能となり，大学附腿病院における臨床教行とあいまって密度の濃い徹底した臨床教

育を行なうことができることなどの教育効果が期待される。また，特殊専門病院または一般病院に

おける特色のある『:|の場合には．大学附屈病院のＩｌ４らjした病床では時には欠けるような症例または

長期間の観察を必要とするような症例に接することがで苫，臨床経験をより深くして暖学牧行の其

髄に一段と辿ることができるであろう。

すでに､ＩＨＩ述教青病院についての基本的な問題は，［1（{和`14年に，文部省に砥かれた大学病院のM；

本問題に関する測流研究会の「中間報告」で提起ざJIL、また，その他の諸々の場において検討さ』Ｌ

てきたが，これを実施に移すための具体策の検討はいまだ尽くされていないうらみがあった。

その後をうけて，本調在研究会は，本年５月に発足しiH1辿教育病院の具体化に関する諸1M]題を検

討してきた。

関連教育病院の果す機能としては，卒前教育と卒後数行の両面が考えられ，しかもこれら両荷は

たがいに密接に側迎しているが，本調査研究会では，とりあえず卒前教育に焦点をしぼり，数回に

わたって巣中的に糯識をTIiね，一応の結論を得たので，ここに中111]報告として提出する。

なお，この1111題は．ｉｉｉに医学教育上のみならず，［Ｊ１氏医療にも影響を及ぼすﾘﾄﾞ柄であるため，不

調炎研究会としては，この'１１間報告に対し，暖学牧汀UU係稀，JIij院関係者その他各方iiiから恋1,Aが

寄せらｵしることをIUI符している。それらの意几を蹄まえ，本報告にある瓶項をも含めて，不rMi牧行

にかかる残余の'１１１題および卒後致育にかかる緒ｌｌｌＩ題についても．更に引き続いて検討を行なう｡｣$定

である。

昭和47年７月27日

間辿教行病院調壷研究会

座長懸田克鰐

文部大臣稲鱒修殿

１閃述教行病院における卒前教育の内容および爽施方法

卒前の臨床災;Wのうら，ノｌ１初に行なわれるＭ;礎的繊'１分は従来どおり大学で行ない，lNl迎牧行病

院では，その後の災１Wの一部を入学と分担して行なうこととすべきである。その際，｜Ｈ１辿教行病院

にゆだね得る臨床突刊の部分は，当面，総実習時ｌＩｌＩのおよそ３分の１程度までとし，ＩＮＩ逆教育病院

で行なわれる数行内容は，大学ではじ揃うぷんには行ない得ないたぐいの教育を含むことが甑よし

い。

また，教育についての岐終的敷責任は大学が持つが，教育課程の輻成，内容の分担，爽施方法そ

の他運営上の諸ｌｌｌｌ題については、大学と関連教育病院の両轡から成る協議機関を設けて協繊し、決

定することが望ましい。その決定に基づき行なわれる実際の教育にあたっては、大学と猫院当局お

よび指導医個々人が，組織的に緊密な連絡をとり，学生に適正駁指導が行なわれる必婆がある。

なお．閲述教汀掴院において学生が履修した実押のＭ【終的な成績評価は関連教行病院が行なった
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評価を参考にして，入学が行なうものとする。

２関連教育病院の具Mli条件

臨床教育の徹底を期するためには，関連教育病院が診療機関として高度の水準を保つことが前提

になるが，その上で教育研究体制も整っていることが必要である。

関連教育病院としては，大別して２弧のもの（総合病院と種々の特珠WVI1U病院等）が考えられる

が，大学は，一般的には。総合病院を主たる関連教育病院としてもった上で，その他必要に応じて

他の関連教育病院をもてばよいと考えられる。とくに，医学部の設置審査基準に示されている大学

附厩病院の必要病床数の一部にあてられ得る関連教育病院は，総合病院に限るべきである。そのよ

うな場合の当該病院に必要な具備条件をあげれば，次のとおりである。

なお，その他の一般病院における特色のある診療科および特珠専門病院と連携する場合の具備条

件については，今後あらためて検討する予定である。

(1)実働一般病床数300床以上を有し，かつ，病床配分が教育上適正であること。

(2)内科，外科，小児科，産婦人科，眼科，耳鼻咽喉科，皮膚科，泌尿器科，整形外科，精神科，

放射線科および麻酔科（部門）を瞬き，かつ救急部門をi掻いていること。

(3)中央化された合理的な検査，診療施設を有し，それぞれの施設に指導医が置かれ，かつ，高度

の診療に必要な設備および人員を有すること。

(4)指導医としての適格'性を有し，かつ，卒前医学教育に熱意を有する医師が上記中央的な検査，

診療施設にivfかれるもののほか，各科少くとも２人以上おり，内科および外科では，専門領域を

考慮した配置がなされていて，教育にふさわしい体制が整っていること。

(5)診療および教育に必要な適正数の看護要員を有していること。

(6)教育および研究に必要な専門図書および雑誌を有し，かつ，毎年じゅうぶんな図書費を計上す

ること。また、病歴等の資料の管理が適切に行なわれ，↑ｉｆ報処理体制が整っていること。

(7)学生搾竃，図需室，諸会議室(カンファレンスルーム等)，研究施設等教育研究用の施設設肺を

有すること。なお，病室等の面積は，臨床教育をじゅうぶん(ご行なうにたるだけの広さを有する

ものであること。

(8)病理医をおいており，臨床医と緊密な連携を保ちながら積極的に医療に参与し，症例検討会な

どを行なって，常に診療の水準を高める態勢にあること。なお，原則として，病院全体としての

年間剖検例が30体以上で，かつ，剖検率が30％以上であること。

(9)研究体制が蕊っており，病院内において研究会が随時開かれ，かつ，研究業績の発表が行なわ

れていること。なお，毎年必要な研究費を計上すること。

(10関連する大学との間の距離は，教育に支障のない範囲内にあること。

３関連教育病院の審査および具体的な連挑

大学附属病院の必要病床数の一部にあてられ得る関連教育病院は，各大学がその候補を選定し，

関連教育病院の具鮒条件に11|]した資料のほか，大学と関連教育病院の間で取り交す予定の連携に関

する取り決め事項をそえて，文部省に撒かれる専門の機関に申請し，条件に適ったものについて，

連携を行なうこととすべきである。

この場合，専門機関は，毎年関連教育病院の活動状況を調査し，その結果により，関連教育病院

の資格を取り消すことがあるものとする。

なお，現行の大学附屈病院の必要暇低病床数の基準を越えて関連教育病院を設ける場合について

は，別途検討する。

４関連教育病院の指導医

関連教育病院は，一定の韮準によりその資格を認められた優秀な指導医を容していなければなら

ない。また，大学では，卒前の臨床教育をになう指導医の役割を考慮して，これにふさわしい称号

を附与するとともに，指導医が大学洲においても教育研究にたずさわることができるよう配慮する
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必要がある。

指導医の繩類，資格等に関しては，次のとおりとすることが適当である。

(1)指導医の稲類および資格の基jll：

指導医は，次の基準による３祁類とする。

ア臨床指熟教授（仮称）

原則として医師免許取得後10年以上整術された病院における臨床経験を有し，かつ，相応の

研究業統があり，教育上の能力があると認められる者

イ臨床指導助教授〈仮称）

臨床指導教授の資格要件に準ずる資格を有すると認められる行

ウ臨床指導講師（仮称）

原則として医師免許取得後６年以上蕊術された病院における臨床経験を有し，かつ，相当期
間研究に従Zj｢しており，教育'二の能力があると認めら』しる箸

(2)資格および称号の附与等

各大学は，関連教育病院の審査とともにその指導医の資格審査を文部省に置かれる専門機関で
受けて，指導医に対し，上記の称号を附与する。

この場合，指導医は，一定期間ごとに専門機関の再審溝を受け，その結果によっては，溢格を

取り消されることがあるものとする。

なお，指導医は，大学の要請がある場合は，大学において教育を行なうことがあるものとする。
(3)科学研究費

指導医に対しては，科学研究費の交付対象とすることを考慮する。
５経饗の負担および助成

診療機関に教育機能を付加した場合は，教育研究関係の施設段11Mを充実し，かつ，教育要員を充

実する必要がある。また，関連教育病院として活動するにあたっては毎年教青のために斐消する経

班が必要となる。

これらの経饗の負担は，教育と診療の不可分性および卒前教育と卒後教育の両者を担当する関連

教育病院の場合の両脅の経饗の不可分性から,それぞれの負担区分を明確にすることは困難であり，

結局は，大学と関連教育病院の協議により決定すべきことであるが，これに必要な経費は，大学側
で相応の負担をする必要がある。

いずれにしても，関連教育病院としての整備および迎営に要する経巽のすべては，診療報酬のみ

では到底賄い得ないものであり，病院の設置者としても，関連教育病院となることによって得られ

る有形，無形のメリットを考虚して，特段の.］蝉措撹を講ずべきではあるが，同時に同の大幅な助

成措置が望まれる。そのため，文部，厚生両省その他関係機関は，協力してその実現にあたるべき
である。

備考）

関連教育病院（総合病院の場合）の具備条件にljLIする申し合わせ

(1)必要病床数について

病床回転率を考慮に入れるものとする。

(3)中央的な検在，診療施設等の具備について

設備は、「大学病院の設倣標準」（昭和41年３月，文部省大学学術崎大学病院設備標準の検討に

関する会議作成）に褐ililiのものに準ずるものとする。

(5)看護要員数について

看護要貝数は、特類清護が行なえる体制にあり，かつ，教育補助要員を加えたものとし，その

両方を合わせた数が，およそ病床数の1/2程度であることを目途とする。

(6)図普および図ＥＩＦ賀について
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図書iHfは，毎年雑誌100種類程度と専門図:lfを相当程度剛入する経饗を計上するものとする。

(9)研究費について

研究費は，図立大学病院教官の場合を参考にし，必要な研究が行なえるだけの経費を計上する

ものとする。

(10関連する大学との距離について

大学との間を1時間以内に移動できる距離にあるものとする。

その他

具備条件の審査にあたっては，疾病別，症度別等の患者統計を考慮に入れるものとする。

関連教育病院に関する調査・研究の実施について（文大医第304号昭和47年５月６日）

１趣旨

医学教育の改善に資するため，大学病院と連携協力して学生の教育や卒後教育にあたる病院似

下「関連教育病院」という｡）に関する諸問題について調迂・研究する。

２調在・研究駆項

調査・研究造行なう事項は，次に掲げるとおりとする。

（１）関連教育病院の機能

（２）関連教育病院の具備条件

（３）関連教育病院と大学との関係

（４）その他００連教育病院の推進に必要な事項

３実施方法

調査・研究は，大学の教授，学識経験稗等の協力を得て行なう。

４実施期間

調査・研究を実施する期間は，昭和47年５月６口から昭和48年３月未日までとする。

５協力者

調従・研究に協力を求める者は，別紙のとおりとする。

別紙

氏 屯 現 職 名

赤倉 同立栃木病院長即

蝿、寛躬 順天錐大学長

Ｆ葉入学医学部附Iji病院Lと香月秀雄

鈴木涼 帝京大学|ｹﾐ学部教授

lHY路加阿|祭病院1を代理日野原亜ＩＪＬｊ

古川極 )し州大半[葵`H上部敬按

松尾正雄 厚生省医務局長

水野 粟 囲輌評論家

諸橋芳夫 国保旭中央病院長

吉岡昭正 順天堂大学医学部助救授

東京医科歯科大学医学部教授（大学学術局科学官）森 ■ 

－１２０－ 

氏名 現職名

郎躬雄一明狙雄繁夫正旦一克秀涼璽哲正芳昭倉田月木原川尾野橋岡
野

赤懸香鈴川占松水諸青森
同立栃木病院長

順天堂大学長

下葉ﾉ<学区学部附Ij1病院Lと

帝京入学|児学部教授

聖路jⅢ|却際病院Lと代理

ﾉし川人学[嚢`､』た部敬授

厚生省医務局長

医車評論家

国保旭中央病院長

順天堂大学医学部助教授

東京医科歯科大学医学部教授〈大学学術局科学官）



２７市立旭川病院の概要

利用患者の地域別分布 単位％

地域区分 外来患者 入院患者

市 酉 7５－４ 68-〔

上川管Ｐｔ 1９７ 1８５ 

留萌符１ｋ 1.0 2.5 

宗谷管広 1月 zＲ 

網走菅広 1－０ 3-0 

空知符内
その他

1．１ 
０５ 

3.5 
１１ 

計 １００m 100-0 

(昭和52年.１月現在）

利用蝋軒数

患者数 入院患者 外来患者

4７年度 172.854 176.61s 

,1８年度 185.251 186.779 

4９年度 190.636 200.607 

5０年度 １８６．６３Ｃ 207.383 

5１年度 181,759 216,475 

(昭和52年４月現7F）

－１２］－ 

地域区分 外来患者 入院患者

内内内内内内管符管管管川萌谷走知
他の市上留宗網空そ

計 l０ｑＯ 100.0 

患者数 入院患者 外来患者

度度度度度年年年年年７８９０１ ４４４５５ 
172,854 

185,251 

190,636 

186,630 

181,759 

176,615 

186,779 

200,607 

207,３８３ 

２１６，４７５ 



組織機構｜図

内科
外科
胸部外科
耳鼻咽喉科
産婦人科
小児科
皮ふ科
眼科
整形外科
精神神経科
放射線科
泌尿器科
麻酔科

局属

一薬剤科

院長一副院長一

一中央放射線科 所
所
所
所
所
所
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所
所
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一…r:：
附属江丹別診療所

附属神居古潭診療所
附属高等請護学院

■
■
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２８国立旭川医科大学の昭和48年開校に関する要望意見普

国立医科大学の皿１１１市i没ｌＩｆｉについては，４７年度の図の予算に611没準備費が計上さ＃L，現１１１：|＃1校に

向かっての播準Miが進められている。

北海道としても，その受け入れ体制の整備に岐灘を尽くしており，全国一の医師不足の解il1jと近

代医療の充実のため１日も早く開校する必要がある。

よって，政府におかれては，道民の強い期待と医師不足の実態を深く認識され，４８年|淵佼の実現
をはかられるよう強く要望するものである。

右地方自治法第99条第２頃の規定により提出する。

昭和47年10月28日

北海道議会議長杉本栄一

２９財団法人国立旭川医科大学設置協力会寄付行為

昭和47年10月４日付教総第4,109号指令北海

道教育委瓜会許可昭和47年10月20日餐記宗了

第１章総則

（名称）

第１条この法人は，財団法人国立旭川医科大学設肚協力会という。

（事務所）

第２条この法人は，リド務所を北海道札幌市中央区北１条西２丁目北海道経済センター内におく。
第２章目的およびVi業

（目的）

第３条この法人は,旭川市における国立医科大学のi没ＩｌＨについて協力援助することを卜Ｉ的とする｡

（事業）

第４条この法人は，前条の目的を達成するため，次の１｢業を行なう。

（１）旭川市における国立医科大学の施設・設備の磁鮒に協力すること。

（２）その他目的を述成するために必要な事業

第３章資産および会計

（資産の範囲）

第５条この法人の資産は，次のとおりとする。

（１）この法人設立当初北海道および旭川市の寄付にかかる別紙財産目録記戟の財産

（２）資産から生ずる果突

（３）事業に伴う収入

（４）補助金

（５）寄付金品

（６）その他の収入

（資産の種別）

第６条この法人の資産を分けて，基本財産および巡用財産の２種とする。

２基本財産は，別紙財産目録のうち，基本財産の部に妃蛾する資産および将来基本財産に編入さ

れる資産で柵成する。

３運用)叶産１t，雑木Mｲ産以外の資産とする。

４寄付金品輔であって，寄付者の指定あるものは、その指定に従う。

[２１１ 



（資産の管理）

第７条この法人の資産は，理flF会の議決に基づいて会長が管理する。

２薙本財産のうち現金は郵便局または銀行に預け入れ，若しくは信託会社に信託し，あるいは国

公債等確実な有価証券にかえて保管しなければならない。

（基本財産の処分等）

第８条些本財産は，譲渡し，交換し，または担保に供してはならない。ただし，この法人の事業

遂行上やむを得ない理由があるときは理躯会の議決を経，かつ，北海道教育委員会の承認を受け

て，その一部に限り譲渡し、交換し，または担保に供することができる。

（箙業経澱の支弁）

第９条この法人の経費は，運用財産をもって支弁する。

（班業計画および収支予算）

第10条この法人のzl｢菜計画およびこれに伴う収支-〕多算は会長が編成し，理事会の議決を経て毎会

計年度開始前に北海道教育委旦会に脳け出なければならない。４F業計画および収支予算を変更も

同じとする。

（決算）

第11条この法人の収支決算は会健が作成し，財産目録および事業報告11｢ならびに財産燗減車由香

とともに監斗;の怠見をつけ，理蛎会の承認を受けて毎会計年度終了後３月以内に北海道教育委員

会に報告しなければならない。

２この法人の収支決算に剰余金があるときは，理覗会の議決を経て，その－部もしくは全部を薙

本財産に編入し，または翌年度に繰り越すものとする。

（予算外負担行為）

第12条収支･」宅算で定めるものを除くほか，新たに義務の負担をし，または権利の放莱をしようと

するときは，理事会の議決を経，北海道教育委員会の承認を受けなければならない。傭入金（そ

の会計年度内の収入をもって償還する一時借入金を除く｡）についても同様とする。

第13条この法人の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３川31日に終わる。

第４章役員，評議典，常任幹事および職且

（役貝）

第14条この法人に，次の役几をおく。

理事１１人以上15人以内（うち，会長１人，副会艮６人およびVjF勝理事１人とする｡）

監４Ｆ２人

（役員の選任）

第15条理頭および監覗は，評議旦会で選任し，理耶は，亙選で会長1人，副会長６人および専務

理車１人を定める。

〈会長，副会長および専務理斬の職務）

第16条会長は，この法人の業務を総理し，この法人を代表する。

２会長に｣j$故があるとぎ，または欠けたときは，副会長がその職務を代行する。

３専務理事は，会艮および副会長を補佐し，理ZIP会の決議に基づき日常の事務に従事する。

（理窮の職務）

第17条理駆は，理那会を組織して，この法人の業務を議決し，および執行する。

（監取の職務）

第18条監事は，この法人の業務および財産に関し，次に掲げる職務を行なう。

（１）法人の財産の状況を朧森すること。

（２）理事の業務執行の状況を監査すること。

（３）財務の状況または業務の執行について不整の事実を発見したときは，理束会および北海道教

1，４－ 



行委只会に報告すること。

（`!）前号の穀告を行なうため必要があるときは，理ﾘ;会の招柴を;111求すること。

（役員の任期）

第19条この法人の役口の任期は，３年とする。ただし，再任を妨げない。

２ﾄﾞﾙi火または増上｣によ')選任された役員の任期１ｔ，前伍者または現任-断の残任期間とする。

３役↓』(よ，その(日！]満了後でも後任調が就任するまでは，なお，その】Hillﾂｹﾞを行なう。

.ｌ役風は，この法人の役Llとしてその地位にふさオル<ない行為のあった咄合，または特別の1１（

↑}１１のある場合は，その旧ﾘ1[１１であっても評議Li会および理事会の議決に｣:り、解任することがで

どる。

（役員の給与）

第20条この法人の役風は，無給とする。

（評議貝）

鞆21条この法人には，‘i`「縦、35人以上51人以内をおく。

２秤識員は理rli会で進(|}し，会長が任命する。

３評議員(二は第19条の｣M2定を準用する。この瑚合において'よ同条ｌＩＩｒ役ｕＪとあるのは，「評識１１」

と読み替えるものとする。

第22条評議員は、評議瓜会を組織して，この寄付行為に定める事項を行なうほか，理事会の誰111］

に応じ，会長に対し必嘆と認める事項について助L;する。

（粥任絆躯）

鮒23条本会の運営およびJ1｢業の推進を回るため､附任幹rl｢若干名をii'iく。

２常任幹事は，会焚がjHl1F会の承認を得て，銭１Ｍjける。

（職貝）

第24条この法人のＦｌｉ勝を処理させるため，職LIをおく。

２職員は，会長が任免する。

３常勤の職員は。有給とする。

第５章会議

（FIlvl(会）

鮒25条理BIF会は，脈年２Ｍ会長が招災する。ただし，会長が必要と蝿ぬた塒合，またはIHl1jYI;柾

放の３分の1以上から会縦の目的およびＪ１Ｉ項を示して請求のあったとき'よ，臨時理事会を1411以

内に招集しなけｵしば/i自ら厳い。

２理Ｉｊｉ会の議長は，会跿とする。

第26条理事会は，理､}iの３分の２以上が出席しなけ＃Lぱ開催することがで芝ない。ただし，当該

HlR1Ifにつき，講面をもって，あらかじめ意志を表示した者は，出席者とみなす。

２理7)｢会の談ZiIは，この蒜付行為に別段の定めがある場合を除くほか、ｌｌＩ席理ﾘﾎﾟの過半数をもっ

て決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。

（秤縦只会）

輔27条次に掲げるI'Ｉ項については．理事会において，あらかじめ評議Ｌｊ会の意見を問かなければ

ならない。

（１）砺業計画および収支千節についてのｱji項

（２）１F業報告および収支予算についてのﾖＷｉ

（３）その他この法人の業防に関する!E要ﾖﾄﾞ項で会艮において必要と認めたりr項

２１iii２条の規定は，‘F1搬会に準用する。この上り合において，前２条Ｉｌ１ｒ狐l1Ilr会」およびｒＨｌ１１ｉ」

とあるのは，それぞlLrlflZ議し｣会」および｢捌繊↓l」と!読み替えるものとする。

1２５ 



（議事録）

第28条すべて会議の縦'１｢については，議事録を作成し、鵬艮およびその会議において選任された

議事録署名人２名以上が粁名jIItEljの上これを保存しなければならない。

第６章寄付行為の変災ならびに解放

（寄付行為の変更）

第29条この寄付行為は，理鞭在任数および評議几在任故のおのおのの３分２以上の同意を経，か

つ，北海道教育委貝会の認可を受けなければ変更することができない。

（解散）

第30条この法人の解散は，理rlr在任数および評議貝在任数おのおのの４分３以上の同意を綴，か

つ，北海道教育委瓜会の許可を受けなければならない。

（残余財産の処分）

第31条この法人の解放に伴う残余財産は，理珊会および脚隷Ｌｌ会の議決を経て，北海道に奇(;け

るものとする。

第７章柿Ⅱl」

（施行細則）

第32条この寄付行為の規定を実施するために必要な細則は，理ﾘ;会の議決によって定める。

附則

この法人の設立当初の理1｢および監事は，第15条の規定にかかわらず，次に掲げる肴とする。

理事（会長）腿瀕経一，理斗｛（副会長）佐藤貢，理ﾘﾄﾞ（１Wﾘ会長）岩本常次，理事（副会

長）早坂正志，理ﾘﾄﾞ（1Wﾘ会長）岩倉巻次，理蛎（副会焚）三好竹勇，理事（副会長）中村

啓一，理事（専務理Ｊ１｢）識良鱒，理事東条猛猪、ｊ１ｌｌ７ｌｒ森鳥武芳，理事伊藤義郎，

理事武田三一，』![WrIII岡清秤，理事盛永要，ＪＭｌ１ｉ五}･嵐広三，監事板垣武四．
監頭宮野斑吉

財産目録

資産総額

基本財産

運用財産

１基本｝は雁

金
金
金

108.000.000円

5,000,000円

103.000.000円

離別 金額 摘 蝿

遇

道出資金3.000千IHI
現余 5.()O(),000 

旭川市出蘭金２.()()()千円

２，１用１Ｍ雌

種別 金 願 摘 狸

緬
暉

道補助金102.000千円
現金 103.000.ＯＯＣ 

旭川市補助金1.000千円

－１２６－ 

種別 金額 摘要

現金 5,()()(),000 

円
道出資金3,000千!\

旭jl:市出iAf金２，()()()千円

種別 金額 摘要

現金 '03.000.000 

腰

道補助金102.000千円

旭川市補助金Ｌ000千円



３０財団法人圖寺hBjll医科大学設置協力会事業計画

旭川市に設画が予定されている国立旭)||医科大学の昭和`１８年度開校について促進するとともに，

施設・設備の幣備充突に協力するため次のzlJ業を行なう。

１医学進学課程仮校舎等の整備260Ｊ00千円

昭和48年４月開校のために必要な仮校舎（旭川市北l1NUJ9北海道教育大学旭川分校附腿小学

校旧校舎）の畿備並びに所要の備品の整備を行なう。

（１）仮校舎の改修２(l600-rIリ

木造２階処（－部）

辿面殻3,429,f(1.037坪）延面h14,356,f(1,318坪)－体育館５６ｌｍ２(170坪）教

室その他3.7951Tf(ＬＬ１８坪）

（２）実習及び研究川機械器具の整備199.500千}１

学生実習機拭器具（生物・化学・物理）622点

研究用機械器具（生物・化学・物理）６点

ｊＩＬ礎学科用機械器具1,047点

（公衆衛生学・生化学・解剖学など６講座分）

（３）図il;の整備４０，０００千ｍ

専門図Ｔｌド5,285冊一般図苫６.()59111）

２教職貝宿舎建設用地の取得162,976千円

教職員宿舎を建設するため，次の用地を取得する。

（１）所在地旭川市緑が岡２桑３丁目３番地（神楽岡Fii地一ニュータウン）

（２）面蔵37,340㎡（11,295坪）

３教職員宿舎の建設700,000千円

教職員宿舎130戸を建設する。

（１）所在地旭川市緑が岡２条３丁目３番地（神楽岡間地一ニュータウン）

（２）規模鉄骨鉄筋コンクリート造高MII階廼５０戸１棟中liW5階処２０戸４棟

（３）建設計画建設年次４８年４９年５０年５１年５２年

建設戸欺５０戸２０戸２０戸２０戸２０戸計130戸

４関連教育病院糖臓醜業に対する助成395,100千円

関連教育病院（市立旭川病院）の整備事業に対し助成する。

（１）補助金交付先旭IIl市

（２）補助対象萌業

旭川市立病院増改築工ｚｊｉ

（病棟・講堂・会議室・研究室）

中央検脊部門器械設備・臨床調座関係器械設備，Ｍｉ｢W1・臨床識座関係図ＴＩ$・学術:！(''１

雑誌

５医科大学段KEへの協力７，０()0下円

関係機関の医科大学投慨準術事業に対し協力する。

（１）関係機関との連絡

（２）医科大学の基本設計

(ｉ所要溢金の諜金

前記那獲を達成するため、道内外各界から２年計画で300.000千luの募金を行なう。
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３１国寺院科大学受入体制整備計画

１F業主体

辮業内容 繭業費項

ロ
『

北海道 旭川市 協力会

千便
297.700 

千Fヨ
297.700 

千円 千便

ｌ大学用地 用地取得２３L603nf

(70.059坪）

逆立高等看誰学院新設２石諏学院 3３３．２３０ 333.230 

市立病院附脳商等石護学院新増設 76.000 ７６.ＯＯＣ 

増設

上・下水道及び都市ガスの３基盤整倫 229.ＯＯＣ 229.000 

施設整備

関連教育病院（市立旭川病4関遮教育病院 74Ｌ２０Ｃ 346.100 395､ＩＯＣ 

幣備事業に対 院）の霊伽

する助成 病棟新築（５階廷】

教育、研究施設等の轆燗

５灰准課程 教育大学旭川分校附屈小学 260.100 260.IOC 

校旧校舎改修仮校舎等薙術

実習、研究用機械器具等強

鮒

６教職員宿舎 宿舎用地取得37.340㎡ 862.976 862.976 

笄薙MH (11.295坪〕

宿舎建設130戸

７医科大学 基本設計 7.000 7.00（ 

設榴への協力

’》一 計[~Ｔ 2.807.206 630.930 1.525.176 6５１．１００ 

３２財団法人国行旭川医科大学設置協力会嘉業資金墓余要項

１目的北海道は医添機関に恵まれないへん地を数多くかかえており，医師数を調べると全国平

均113人に対し，本道は95人ときわめて少なく，無医地区も全道で約800ケ所という現状でありま

す。今や道民の生命と健康を守るために医療を求める道民の声は切実なものがあります。この道

民の強い願望が結実し，昭和47年度の国の予算において，国立医科大学設置のため，創設準備賀

が計上され，旭川市に単科大学が設置されることになりました。本要項は，この医科大学の早期

開校実現をはかるため，地元受入れ体制の盤備を行なうに必要な萠業資金の一部を幕染すること

を目的といたします。

２募金の目標額３億円以上といたします。

３募金の靴別(1)会社，団体等を対象とする募金(2)市町村の助成金(3)篤志個人申込による募金

４募金の特典当協力会に対する募金は，所得税法第78条，法人税法第37条に規定する特定寄付

金，指定寄付金に該当いたします。

５募金の期間昭和47年10月４日から昭和49年３月31日までといたします。

６募金取扱銀行北海道拓殖銀行｡北海道銀行,北洋相互銀行,北海道[相互銀行の４行といたします⑪

一］２８－

項目 辮業内容 萠業費
蛎業主体

北海道 旭ｊ［市 協力会

ｌ大学用地

２石護学院

新増設

３基盤整備

４関連教育病院

整備事業に対

する助成

５医進課程

仮校舎等整Mｉ

６教職員宿舎

等擬Ｍｉ

７医科大学

設擶への協力

用地取得231,603m｢ｆ

(70.059坪）

道立高等看護学院新設

市立病院附凪商等石護学院

増設

上・下水道及び都市ガスの

施設蕊備

関連教育病院（市立旭)l:病

院）の整附

病棟新築（５階廷）

教育，研究施設等の蕊備

教育大学旭)11分校附属小学

校旧校舎改修

実習，研究用機械器具等漣

M１ 

宿舎用地取得37,340m｢ｆ

(1Ｌ295坪）

宿舎建設130戸

基本設計

千Ｐ
297,700 

333,230 

76,000 

229,000 

7`１１，２００ 

260,100 

862.976 

７.()0(） 

.T息'二

2971700 

333,230 

-FP； 

76,000 

229,000 

3(16.100 

千IJH

395,100 

260,100 

862,976 

7,000 

合計 2,807,206 63(),930 651,100 1.525,176 



７募金の納入方法一括又は分割納入といたします。

８募金の振込手続募金は財団法人圃市jIlEUl|医科大学設世協刀会当座ロ振込申込書により振込み

するものといたします。

９その他，募金のご相談については，つぎの募金の受付窓口があたります。

（１）道内財団法人国立旭川医科大学設撹協力会，北海道（総務部学９１辮，支庁地方部振興課）

（２）造外北海道東京堺務所・北海道大阪商工事務所・募金取扱銀行の支店

３３財団法人国立旭川医科大学設置協力会役員・評議員・常任幹事名簿

役員名簿

役員 氏 繕 職 朧 在任期紙

昭和
47.10.4-50.10.29 
50.10.30-現在

今罠 艦瀬経 ㈱北海道商工会議所連合会会頭

今井道雄 ㈱北海道商工会議所連合会会頭〃

副会長 佐藤ＩＲｉ 北海道産業クラブ理醜長 ４７．１０．４－現在

北海道柴應性本部会長岩本常次 '17.10.4-現注ル

早坂正吉 北海道農業協同組合【11央会会長 ４７．１０．４－現在〃

岩倉巻次 北海道木材協会会長 4７．１０．４－４８．６．１０ 〃

好竹魂 北海揃水歴:全会長 ｒＩ７－ＩＯ－・Ｉ－５３－ｌ０－３(１ル

中村啓 北海道副知1冊 4７．１０．４－５１８－２１ 〃

樫原泰耽 北海遁副知11』 ５１．１２．８－現在Ⅱ 

川端売汁Ｉ 北海iii水施会会長 53.10.31-現在〃

村Ｉ芒彦 北海道木材協会会長 53.1031-現在〃

理ｆｌｆ
(専務理事）

〃

讃良鋤 北海道商工会議所連合会専務理4１ ４７１０４－４８－６－１(］ 

遮山敏男 北海道商エ会議所連合会常務理１１１ ４８－６２６Ｆ１３］0３０ 

北海道商工会議所連合会理｣Iｉ高石敬 53.10.31-現在〃

理耶iｉ 東条猛猪 北海逆拓殖銀行会長 47.10..1-現在

森騨武芳 北海猫銀行頭取 ４７１０４－琿称〃

伊藤鍵郎 北海道建設業協会会長 ４７．１０．４－現在〃

武皿 北海滋医師会会長 ４７ＩＯ－４－Ｐｍ］０２９ 〃

北海道歯科医師会会長１１１岡猜祷 4７－１０４－５１３－２５ 〃

畷永要 旭川商工会議所会頭 4７．１０．４－５１．８－７ 〃

パー１－嵐広 旭川市長 `１７．１０．．１－４９．１２．１Ｊ Ⅱ 

怯木男 旭川市長 ５０－４－］－５３１０－３(］ 〃

山崎武夫 北海道医師会会長 50.10.30-現在〃

商補丑太郎 北海道木材協会会長 ５０－１０－３０－５３－１()－３(］ 〃

庄内宗夫 北海逝歯科医師会会長 ５１．４．８－現在〃

新谷市進 旭川商工会議所会頭 ５１１２８－現存〃

坂東微 旭川市長 53.10.31-現在〃

板垣武匹監了１１ 北海遁市艮会会長 ,１７．１０．．１－現荘

宮野嘉吉 北海逝町付会会長 ４７－１０４－５０１０－２F 〃

北海道町村会会長ｊｆｆＹ敏夫 50.10-30-現Ｔｌ；〃

－１２９－ 

役員 氏名 職歴 圧任期間

｜ｌ 

顎班

一卜

長

長

邨

』Ｊ・

〃会〃〃〃〃〃〃〃〃麺〃〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

会副

理専

理

峰竺 ｜雄武次吉次勇一明輪宅博男二猪芳郎一智要三男大郎夫造徹四吉夫太経道常正巻竹啓泰．兀彦敏敬猛武銭二精広武丑宗市武嘉敏瀬弁藤本坂倉好村原端上良山石条鼻藤田岡永嵐木崎補内谷束垣野賀職今佐岩平岩亘中樫川村識遮高点森伊武山盛凡松山高圧新坂板官庁
㈱北海道商jX2会議所連合会会頭

柵北海道商笙会議所連合会会頭

北海道産業クラブ理Zjr長

北海道生産性本部会長

北海道農業協同組合rl1央会会長

北海道木材協会会長

北海道水産会会長

北海道､１１知』ｆ

北海道副知11$

北海道水産会会長

北海道木材協会会長

北海道商｣::会議所連合会専務理イド

北海道商エ会議所連合会常務理頭

北海道商工会議所連合会理』Iｉ

北海道拓殖銀行会長

北海道銀行頭取

北海道建設業協会会長

北海道医師会会長

北海道歯科医師会会長

旭)|商湿会議所会頭

旭川市長

旭川市長

北海道医師会会長

北海道木材協会会長

北海道歯科医師会会長

旭);|商-K:会議所会頭

旭)］市長

北海道市長会会長

北海道ﾛ了付会会長

北海道町村会会長

1巴和
47.1ｑ・’50.10.29

50.10.30現在

47.10.4-現在

47.10.4…現{I：

47.10．‘ｌ現在

47.1ｑ４－４８．６．１０ 

４７．１()．・1.53.10.30

47.10.45Ｌ８．２１ 

51.12.8‐･現在

53.10.31-現在

53.10.3:一現在

４７．１０．４．．４８．６．１０ 

４８．６．２６５３.10.30 

53.103:…現在

４７．１０．．１－現在

47.10.4…現在

'17.10．‘１．．現在

４７．１０．４－５０．１０．２９ 

４７．１０．４．５１．３．２５ 

４７．１０．４－５１．８．７ 

４１７.10..1--49.12.14 

5()．４．ｺ-53.10.30 

50.10.30…現在

50.10.30-53.10.30 

51.4.3.現在

５１．１２．８－現在

53.10.31-現在

47.10.1-現在

４７．１０．４－５０．１０．２９ 

５０．１０．３０…現在



評羅Li名簿

氏 色

｛鞍 解 柾ノド】１９］１Ｍ

昭和
４７Ｊ０．４－現在
・'７」０．４５３．１０３０

北海道信用漁業協同組合連合会会長阿部笑

麻里梯 北海道指導漁業協同組合連合会会長

Ｊ１：上｜鑑夫 北海道町村議会議長会会長 ､'７１０－，１－５０］(1２９ 

北海道百貨店協会会長今ノ|：道雄 `１７－１０．‘１－５０．１().２９ 

ホクレン農業協同組合連合会会長 `17.10.J現在太［IＩＹＩ

賊ｆＶ正大 北海道森材組合】璽合会会艮 `17.10．‘１－現在

北海道証券業協会会長大｜艇谷貞粭 ０１７１()＿‘1５１７－２５ 

入谷竜雄 サッポロビール株式会社札幌支店長 .'７－１０．．１５３．１０３０ 

金Ｆ・・群代治 北海逆商工会連合会会長 `１７．１０．．１－現在

Uｄｉｌｌｉ縮,門 北海道共済農業協同組合連合会会災 `17.10．‘l-IM7f 

金虚勝 北海道パス協会会長 017.1()．‘１－現打！

北海道商店街振興組合遮合会会艮iiIJlM広司 `17.10．‘１－現P色

口了印乳業株式会社社長児F1〈１１１ １７１０－．１－`1８－６－２５ 

柴野安三郎 北海道乗用自動車協会会提 `17.10．‘1－５０．１０．２９ 

柴、盤志雄 旭川市議会議長 ,１７１０＿･'－５０１０－２９ 

忘茂艇明 株式会社北酒連社長 `１７－１０．，１－，'９－１２－２１ 

!；臓九郎 北洋椙互銀行会長 `17.10.4-現在

瀬戸徽蔵 北海道機船漁業協同組合連合会会長 ､１７１０．．１現在

世木沢 北海道酒造組合会長鞍 ,１７－１０．‘1－４９．３－９ 

株式会社北海道漁業公社取締役相談役簡野源蔵 '７－１０．．１－現在

筒井英樹 北海道市場協会会長 `1７１０．４－４９－３－２ 

逝家斉抄〈 北海道相互銀行社長 '７－１０．．１－４９－１２－２５ 

北海道農業共済組合連合会会長艮畑 Nｉ ､'７－１０－．１－５０－１０-２９ 

北海道厚生農業協同組合連合会会長四ｍ要造 017-1()．、１５３１０３０

iXIuI 勲 北海道信厨金庫協会会長 ､１７１０－‘'－５０－１０－２９ 

北海道漁業協同組合連合会会長浜様正雄 ,'７．１０．．１－４８．９－１３ 

新日本製鉄株式会社室櫛製鉄所々災原［I］ 鼎 `１７－１０－‘１－．１８－６－２呂

比内竹太郎 北海道酒類販売株式会社社長 ４７１０．．１－現Tl；

松激利市 北海道市議会議長会会摂 ,17.10．‘1-現715

?;〈北三七郎 北海道信用農業協同組合迎合会会艮 17.10．‘１－現71；

北海道中小企業団体中央会会長山水 刺 `'７．１０．．１－５３－３－３１ 

H１所 栄 北海道薬剤師会会長 `17.10．ｊｌ－ｆＷｌ； 

北海道医薬品卸商業組合理TIT災lIl形艮 ,１７･’0．‘１－５３．１()－３[］ 

Ⅲ１谷幸之助 北海道紙ハルプ協議会会良 `17.10．‘1－５１．６．３０ 

IIl本１１１１ 雪印乳業株式会社社長 ４８．（i､２６１MV11 

準Ｈ１祥 `'８－６２６－５０－１０－２１】

人鵬揃士夫 新日本製鉄株式会社室間製鉄所所長 `1８．６．２６－５２．６－２９ 

ｉＷｉｌｉｍ丑太郎 北海道木材協会会長 １８．６．２６－５２．（ｉ２９ 

江守武雄 北海道酒造組合会長 ､１９．３．２７－現在

iｉＴｍ斑市 北海道市場協会会長 ４９．３．２７－現在

MＦ平純吉■▲□功 北海道漁萎協同組合迩合会会長 `１９－３．２７５３．１０３Ｃ 

－１３０－ 

氏名 職歴 任用期間

｜三夫雄一六拾雄治惰二司一郎雄明郎蔵犠蔵樹次博造勲雄鼎郎市郎列栄一助一三夫郎雄市育
代

一一一審心

太七

之

士太英悌隙道箆正典竜祥祇勝広山安登腿九常源英斉要正竹利三一尺幸府洋溢丑武斑純部里上井田秤谷谷・卜，洲瀧川玉野川茂原戸沢野井家畑川山森田内漕北本所形谷本川怖怖守田平
阪

木

阿麻井今太越大人金肥金阿児柴柴志彫瀬世謝筒近艮西西浜原比松漕山川山山川幸人澗江揃鰕
北海道信用漁業嬢同組合連合会会長

北海道指導漁業協同組合連合会会長

北海道町村議会議長会会長

北海道百貨店協会会長

ホクレン農業協同組合連合会会長

北海道森材組合連合会会長

北海道証券業協会会長

サッポロビール株式会社札幌支勝長

北海jui商工会連合会会長

北海道共済農業協|司組合連合会会長

|上海道パス協会会長

北海道商店街振興組合連合会会氏

雪印乳業株式会社社長

北海道乗用自動車協会会畏

旭Ⅱ|市議会議長

株式会社北酒連社長

｣上洋l月互銀行会長

北海道機船漁業協同紐合連合会会長

北海道酒造組合会長

株式会社北海道漁業公社取締役相談役

北海道市場協会会長

北海道相互銀行社長

北海道農業共済組合連合会会長

北海道厚生農業協同組合連合会会長

北海道信用金庫協会会長

北海道漁業協同組合連合会会長

新日本製鉄株式会社室iMi製鉄所々｣を

北海道酒類販売株式会社社長

北海道市議会議長会会長

北海道信)『]農業協同組合連合会会災

北海道中小企業団体Ii1央会会長

北海道薬剤師会会長

北海道医薬品卸商業組合理']下長

化海道紙パルプ協議会会良

雪印乳業株式会社社長

新日本製鉄株式会社室蘭製鉄所所長

北海道木材協会会長

北海道酒造組合会長

北海道市場協会会長

北海道漁業協同組合連合会会長

昭和
｡１７．１０．．１－現在
･１７．１０．４５３．１０．３０ 

．１７．１()．、150.10.29

.17.1()．‘１－５().I().2９ 

､17.1()．.ｌ現在

`17.1()．'１－現在

１７．１()．‘１５１．７．２５ 

`1７．１０．．１．５３．１０．３０ 

`１７`1()．‘１－現在

`17.1()．‘１－４A在

17.1()．イー現在

`１７`l()．’１－現PIZE

`１７．１()．・１－`１８．６．２５

`１７．１０．‘'－５０．１０．２９ 

．１７．１()．・1-5().1().２９

`１７．１０．．１－４９．１２．２１ 

ｲ7.10.4-現在

､17.1()．．ｌ現在

,17.10．''－４９．３．９ 

．１７．１０．．１－現在

･'７．１０．．１－．１９．３．２ 

．１７.10..1-49.12.25 

.17.10..1-50.1().29 

.17.1()．、１５３．１０．３０

．１７．１()．‘１－５().１０．２９ 

．１７．１()．、１－４８．９．１３

`17.1()．‘1-.18.6.25 

.17.1()．,1--現71：

`１７．１()．‘ＩＪＲ在

`17.1()．イー現在

`17.1(}．、１－５３．３．３１

`17.1(}．，l-IMYli 

`１７．１()．‘１－５３．１().３(） 

`１７．１()．'１５１．６．３(） 

･'8．（i､2(ｊ現花

』18.6.26-5().１０．２９

．１８．６．２６－．５２．6.29 

.18.6.26-52．（i､2９ 

､19.3.27-現在

19.3.27-現在

`19.3.2753.10.30 



常任幹ﾘﾘ名薄

氏 堪 職 11,K 在】朧期胱

｜ＷＷｌＬ,-,Ｍ２６ 北海道隷営打協会ＩＨＩ会長

北海道厚生農業協同組合連合会常務理`１F147.10..1現在

向１１１正勝

怯水隆司

北海道木材協会副会長小林廊秀 1７．１０．．１－．１８．６－２６ 

山H１ 7Ｆ 北海道水産会郵務理iｊ１ `１７．１０．４－現在

北海道建設業協会XI[勝理而吉岡三千夫 ４７．１０．‘’５３－１１１６ 

遮１１１敏明 北海道商工会繊所迎合会常務理`Ⅱ 017」０－‘１－`1８－６－２６

菱 信吉 北海道医師会Ｗ傍Xj長 ４７．１０．‘１５０－１２－２５ 

阿部国犬 北海道歯科医師会'１｢務局長 017」Ｏ－４－５３－ＩＩＭ

原ｌＨ敏雄 旭川商工会議所専務理鯛 47.1(Ｌ４－現在

【1１１１ 拳 北海道市長会`l【勝局長 ４７．１０－４－現存

北越栄 北海道町村会術妨nl1II（ 【１７－１(１４－５３］１１(１

上顕一郎 北海道総務部災 ４７１０４－５０－１２－２月

松本 釦 旭川市助役 4７－１０－１－５０３－１３ 

畑江道俊 北海道木材協会4ｆ務理浦 48.6-26-現在

北海道商工会難所迎合会躯務局長高侭敵 `I８－６－２６－５３１０－ｎ１ 

所ノl：正彦 北海道医日iii会'1｢傍jiJ造 50.12.25-.現在

菊池正司 北海道歯科医師会邪務局長 5311.16-現在

宮尾 北海道総務部長露 ５２．７．２２－現在

岡部秀男 旭川市助役 5０－３．２５－５３．１１．６ 

楢川 北海道建設業協会唖務理事腺 53」１．１６－現在

稲村ilM［行 株式会社北酒迦社民 ５０．３．１３－現注

水川久雄 北海道梠互銀行祉艮 ５０．３．１３－現在

小柳勝人 旭川市議会議長 ５０」0.30-現海

北海道乗用自助Ｊ１〔協会会長岩沢 婿 5Ｕ10.30-現在

石朴 譜 北海道商工会議所辿合会専務理ﾘ； 50.10.30-現在

野々川春 北海道町村議会難民会会艮 50.10.30-現在

北海道農難共済糾合連合会会長樋［’ 系 50.10.30.現在

本lHI貞雄 北海道信用金lili協会会長 5()」0.30-現在

北海道百貨店協会ilr筋局長平ｉｆ！英 50.10.3()－現在

北海道紙バルブ協議会会長士１１１ 渚 51.1130現在

上光 北海道証券蕊協会会長讃 51.11.30-現在

磯野圃彦 新日本製鉄株式会社霊lMi製鉄所所艮 ５３．３．２３－現Ｗｉ

竹１１】鱒五郎 .|上海道中小企獲剛体[１１央会会艮 53.10.31-現在

石崎害太郎 北海道指導漁業協liij組合連合会会災 53.10.31-現在

渡辺文夫 ･リッポロピール株式会社札幌支店｣〈 53.1031-窺卉；

酒水利信 北海道厚生農業協同組合連合会会民 53.10.31-現在

真鍋五郎 北海道医薬品卸iNi鷺組合理事長 53.10.31現在

運１１１敏男 北海道商工会議Ⅳr迎合会常務理'Ⅱ 53.10.31-現在

田中好 北海i首町村会HMfA,)良 ５３．１Ｌ１６現7}；

藤本寿郎 北海道町村会識艮会11;勝局長 531Ｌ１６現在

加藤健二郎 旭川市助役 54.3.16現在

寺Ｉ、－寿男 北海道総務部良 5０１２２６－５２－４－１ 

Ｗｌｌ 

氏名 職雌 在職期間

勝司秀正夫男吉大雄拳三郎典俊三彦司銭男係行雄人端清一宝雄一渚滑彦郎郎夫信郎泌一郎郎男
千

五太

帛寿

正隆庸三敏信国敏栄顕道敬正正秀博久勝
春貞英

員鴻喜文利五敏好寿健一川本林川岡山部田川越上木江灯艸池尾部井村出柳沢林川Ⅱ川松川光野中崎辺水鍋‐川中本藤川々向松小山吉遠菱阿原山北二松畑高新菊宮岡横稲水小岩石野樋本平上上磯竹石渡消真遠田藤加寺
北海道隷営詩協会lIiI会長

北海道厚生農業協同組合連合会常務理`1『

北海道木材協会制会長

北海道水産会専務理蛎

,北海道建設業協会Xl[務理市

北海道商正会識所迎合会常務理1『

北海道医師会１F勝局長

北海道嵩科医師会１｢務局長

旭川商J2会議所専勝理事

北海道市長会Ⅱ｢筋局長

北海道町村会flir勝JIM1１（

北海道総務部長

旭川市助役

北海道木材協会Ｗ隣理事

北海道商工会議所連合会蕊務局長

北海道医師会'Ｍ;jiR

北海道歯科医師会ﾘﾄﾞ勝局長

北海道総務部長

旭川市助役

北海道建設業協会聯務理事

株式会社北酒述祉｣<

北海道棺互銀行ﾈ|:lを

旭111市議会議長

北海道乗用自助Jlf協会会長

北海道商工会議所連合会専務理yli

北海道町村議会識艮会会長

化海道農業共済ﾙⅡ合連合会会長

北海道信用金lili協会会腱

北海道百貨店協会1『勝局長

北海道紙バルブ協議会会長

L海道証券業協会会長

新日本製鉄株式会社寵lHii製鉄所所１２

北海道中小企雛剛体IIi央会会災

北海道指導漁業脇li1組合連合会会奨

･リッポロピール株式会社札幌支店ﾉﾐ

北海道厚生農業協同組合連合会会民

北海道医薬品卸iNi難組合理事長

・化海道商FXご会議所迎合会常務理`｣「

北海道町村会JIr扮川)民

北海道町村会識艮会４;勝局長

旭川市助役

北海道総務部長
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